
               
                                 

                                   

                                   
                                                     

                                              

    
UFO＆宇宙人とのコンタクト・研究書籍の紹介(目次主内容)         

ＵＦＯと旅する本   
―宇宙人の生活探求５０撰―    

ＭＹＳＴＥＲＹ ＪＯＵＲＮＥＹ     



0１-空飛ぶ円盤実見記  
著者/Gアダムスキー、Dレスリー 1953年 

訳/久保田八郎   高文社 1975年版 

 



Flying Saucers Have Landed 

第１部 空飛ぶ円盤は着陸した 
01-現代の恐怖となった怪物 

02-記録に表われた驚異的実例 

03-自然現象ではなかった 

04-毎日世界の何処かに現われる 

05-或る政治的な考慮 

06-円盤の神秘的な力学 

07-ヴィマナー古代の空艇 

08-空艇の動力 

09-水爆以上の力 

10-音のエネルギー 

11-磁気力の解決 

12-ヴィマナは空飛ぶ円盤か 

13-宇宙の実態 

14-レイン博士の発見 

15-円盤からの投下物 

16-円盤は遂に着陸した 

第 2部 私は宇宙人に会った 
01-空飛ぶ円盤の撮影 

02-宇宙人との会見 

   １９５２年１１月２０日 

03-宇宙人からの手紙 

   １９５２年１２月 13日 

後書、附書、参考文献 
 



0２-空飛ぶ円盤同乗記  
著者/ジョージ・アダムスキー 1955年 

訳/久保田八郎   高文社 1975年版 

 



Inside The Space Ships 

01-金星人との再会 

02-金星の空飛ぶ円盤 

03-金星の母船 

04-宇宙旅行記 

05-長老との会見 

06-母船内での質疑応答 

07-土星の空飛ぶ円盤 

08-土星の母船 

09-宇宙研究所 

10-別な長老との会見 

11-カフェーでの会話 

12-偉大な長老との再会 

13-パローマーの生活 

14-饗宴と訣別 
あとがき、著者略歴 
 

 

 

 

 

 



03-空飛ぶ円盤の真相  
著者/ジョージ・アダムスキー 1961年 

訳/久保田八郎   高文社 1976年版 

 



Flying Saucers Farewell 

【第１部】 

01-なぜ宇宙人は来たか 

02-この太陽系内の宇宙活動 

03-宇宙船と重力 

04-最近の科学の発達 

05-この太陽系内の変化 

06-砂漠の足跡 

07-懐疑論者にたいする回答 

08-デマ 

09-私は宇宙人から何を学んだか 

10-聖書と円盤 

11-形而上学、心霊学、宗教 

 

 

 
【第 2部】 

01-ｱﾒﾘｶからﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞへ 

02-豪州 03-ﾀﾞｰｳｨﾝからｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞへ 

04-ｵﾗﾝﾀﾞ女王との会見 05-ﾁｭｰﾘｯﾋ事件 

06-旅行の終末 

【第 3部】 悪魔すなわち時の人 結語 

  



04-空飛ぶ円盤とアダムスキ  
著者/ジョージ・アダムスキー(手紙 1954～1965) 

訳編/久保田八郎  高文社 1976年版 

 



第１部 死と空間を超えて 
01-金星旅行記／死と空間を超えて 

02-クリスマスのメッセージ 

03-私はなぜメキシコへ行くのか 

04-バビロンの時代 

05-真実の真理と表面だけの真理 

06-土星旅行記(1962.3.27～30,太陽系会議) 

07-真実は認められつつある 

08-信念をもって前進しよう 

09-魂と心   10-時代の証言 

11-質疑応答  12-警告  13-私信 

14-最近の情報その 1 

15-宇宙的真理と個人的真理 

16-最近の情報その 2 

17-レインジャー７号、恐怖、その他 

18-興味本位の時は過ぎた 

19-金星人とは 
   出生、幼児期、生まれ変わり、日常生活、尊敬 

   死、歴史、発達、精神生活、家屋と公共建築物 

   食事、言語、リクリエイション・ゲーム、ダンス 

   政府、惑星上に起こる諸変化 

20-新しい地平線の彼方へ 

第 2部 書簡集 1954.10～1961.4 GAP 
 

(参考動画ﾘﾝｸ) 

 ➡ジョージ・アダムスキー(１９55年ジャイアントロックにて) 

 ➡金星の円盤(ロドファーフィルム 1965.2.26) 

https://youtu.be/ngV8XdY5h6Y
https://youtu.be/QZeGL7o07kk


05-宇宙からの訪問者  
著者/ジョージ・アダムスキー(実見記・同乗記合本) 

訳/久保田八郎   ﾕﾆﾊﾞｰｽ出版社 1976年 

 



Flying Saucers Have Landed 

Inside The Space Ships 

第１部 空飛ぶ円盤は着陸した 
01-ジョージ・アダムスキー 

02-記念すべき 11月２０日 

03-１２月１３日における再来 

  補稿、付録 

第 2部 宇宙船の内部 
01-金星人との再会 

02-金星の円盤の内部 

03-金星の母船 

04-初めて大気圏外を見る 

05-指導者
ﾏ ｽ ﾀ ｰ

との会見 

06-母船内での質疑応答 

07-土星の空飛ぶ円盤 

08-土星の母船 

09-研究室 

10-別な指導者
ﾏ ｽ ﾀ ｰ

との会見 

11-レストランでの会話 

12-偉大な指導者
ﾏ ｽ ﾀ ｰ

との再会 

13-パロマー大地の日々 

14-饗宴と訣別 

15-補遺 

   
 

➡※ﾘﾝｸ参考/CosmicConsciousness・宇宙船の内部 

https://adamski.jp/inside_the_space_ships/


06-テレパシー  
著者/ジョージ・アダムスキー 1958年 

訳/久保田八郎   文久書林 1962年版 

 



Telepathy-The Cosmic or Universal Language 

【第１部】 

01-テレパシーすなわち宇宙語 
・最高の理性即宇宙の英知 ・真の万国共通語 

・テレパシーは宇宙の法則 他 

02-人間の 4つの感覚器官 
・人間の６感 ・自然の驚異 ・自然のいとなみ 

・自己は万物と一体 ・最高の英知を知る方法 他 

03-触覚-すなわち基本的感覚器官 
・４つの感官が心をつくる ・忍耐の法則の応用 

・宇宙の感覚 ・想念は万物からやって来る 他  

04-第 1部の要約 
   ・感覚器官をコントロールすること 

・自然と一体化すること 

・習慣的な考え方をすてること 

【第 2部】 

01-細胞から細胞へ伝わる印象-記憶は不滅 
・細胞はものいう ・人間と無生物間のテレパシー 

・宇宙の構成 ・霊魂は不滅 ・細胞の記憶 他 

02-肉体細胞から来る印象 
   ・肉体の感覚 ・触覚の要素それが意識  

・想念が肉体に与える影響 他 

03-感情が肉体細胞におよぼす影響 
   ・激しい感情は肉体を滅ぼす ・想念は習慣になる 

・どんな仕事もよろこびを ・宇宙に通じるために 他 

04-他の遊星から来る印象と地球の習慣的想念 
   ・宇宙の混合と融合 ・地球は宇宙の生命の学校 



・ニセモノの宇宙人通信 ・霊媒のおかす間違 他 

05-第２部の要約 
・印象(波動)の経路/1～3現象世界 4～6宇宙的価値 

(1)一般の人の心から発せられる想念 

(2)宇宙の融合を通じて来る分裂、非難、不和 

(3)かつて地上に生きた人々から来る想念波動 

(4)宇宙の因(生命力)から人の純粋なる因に来る 

(5)宇宙の融合を通じて来る進化した人類の波動 

(6)細胞から細胞への通信 

・テレパシーの練習法 ・テレパシーの３つの要素 

(一体性,英知ある細胞間の送受信,感官の中立) 

【第 3部】 

01-自我の抑制 
  ・意思と英知の相違 ・人間の意識の組み立て 

  ・人間は利己的-自我- ・波動の実例 他 

02-弛緩・関心・感受性 
  ・テレパシーは関心より ・空想とは ・弛緩とは 

  ・無我の状態は波動を感受する ・印象の交換 他 

03-透視・透聴・予知・その他 
  ・時間と空間 ・あらゆる現象は行為の結果 

  ・真実の自我-記憶の書- ・真の透視は 他 

04-思考と推理 
  ・如何に考えるべきかが問題 ・真の推理は 

  ・正道をはずれた推理の例 ・理解とは 

以上をまとめれば 
・３種類の支配者(自我、感情、4感官) 

   ・感情と習慣的な想念 ・4つの感覚器官 

   ・心とセンスマインド 
➡※ﾘﾝｸ参考/CosmicConsciousness・テレパシー 

https://www.adamski.jp/telepathy/


07-生命の科学  
著者/ジョージ・アダムスキー 1965年 

訳/久保田八郎   文久書林 1970年版 

 



Science of Life - Study Course 

01-生命の分析 
  ・まず自然を見つめること ・宇宙の意識が存在する 

  ・宇宙意識と心の一体化 ・人間の目的 ・現象分析 

  ・原因と結果を見ること ・意識とは何か 他 

02-心とその成分 
  ・心とは何か ・心を意識にゆだねよ ・人間は平等 

  ・各感覚器官の訓練 ・心が知っているのではない 

  ・人間の創造 ・偉大な英知とは ・意識から学ぶ 他 

03-宇宙の法則の応用 
  ・神は責任者ではない ・エゴの心を訓練すること  

  ・人体には 2つの知性がひそむ ・意識の重要さ 

  ・意識による生活 ・自然界は母体 ・自然界の神秘 

04-万物の相互関係 
  ・万物の出生地は空間である ・原因は不変 

  ・知識を感受する方法 ・心は英知に気づかない 

  ・テレパシーを開発するには 

05-意識、英知及び生命力 
  ・海を見る訓練がよい ・意識は心に印象を伝える 

  ・心を抑制すること ・過失を分析する 

  ・心は怠け者 ・心というジャングル 

06-‘新鮮さ’は人間の若返り薬 
  ・勇気ある少数の人々 ・人間は想念である 

  ・人間は想念とおりになる ・細胞の活動 

  ・心は現象に頼っている ・真の生まれ変わり 他 

07-宇宙的記憶 
・宇宙的意識を保つには ・2人の人間の一体化 



・意識は万物の父母 ・宇宙意識と一体化する方法 

・神の目即ち意識 ・花は応答する ・病気も消滅 

08-宇宙の一体性 
   ・全ては意識から知らされる ・意識には限界はない 

   ・意識のささやきを聴け ・疑惑と恐怖は不可 

   ・人間は本来何物も所有しない 他  

09-宇宙的細胞と肉体の細胞の活動 
   ・細胞の活動 ・死者の霊が語るのではない 

   ・クセの悪い習慣細胞 ・真の自由とは  

・コズミック細胞の応援が必要 ・印象の種類 他 

10-意識による旅行 
   ・心の拡張とは何か ・意識が確実に心を導く 

   ・テレパシーと遠隔透視法 ・印象の受信の仕方 

   ・基本的な訓練法 ・両手を見つめる訓練 他 

11-宇宙空間の探検 
   ・意識で見る方法 ･遠隔透視とは 

   ・意識による旅行 ・遠隔指導の実例 

   ・心霊は関係なし ・真のトランス 

12-絶え間なき進歩の報い 
   ・本講座の要約 ・毎日読むこと 

   ・再び宇宙の意識とは 

要約 
・この講座を応用すれば奇跡が起こる ・復習 

    ～意識は創造された物を通じて常に現れている 

    ～どんなアイデアも必ず実現する、という確信を 

    ～三位一体／意識＋聖霊(英知と力)＝現象 

 ➡※ﾘﾝｸ参考/CosmicConsciousness・生命の科学 

https://www.adamski.jp/science_of_life/


08-宇宙哲学  
著者/ジョージ・アダムスキー 19６１年 

訳/久保田八郎   たま出版 1979年版 

 



Ｃｏｓｍｉｃ ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｙ 

00-真理とは何か 

01-すばらしい知覚作用 
   序言、言葉、名称、相関性 

02-知覚と思考 

03-意識とは何か 

04-肉体、心、意識 

05-顕在意識と潜在意識 

06-人間は４つの感覚器官を持つ 

07-進化の道 

08-信念 

09-真の生まれかわり 

10-感情のバランス 

11-自由意志か自己催眠か 

12-弛緩 

13-宇宙の言語 

14-化学的な宇宙 

15-古代の知恵か現代の進歩か 

16-過去の文明 

17-リンゴの木の寓話 
おわりに(結論)  自己訓練法 

 
➡※ﾘﾝｸ参考/CosmicConsciousness・宇宙哲学 

https://www.adamski.jp/cosmic_philosophy/


09-アダムスキー論説集  
論説/ジョージ・アダムスキー 1950年代～ 

訳/久保田八郎    文久書林 1983年 

 



〈アダムスキー全集 第 7巻〉 

01-進歩した思索家のために  

02-エゴを支配する道  03-創造主のハート 

04-断定的及び否定的考え方と動機 

05-絶滅       06-必要な物は与えられる 

07-クリスマスのメッセージ 

08-核実験をやめさせよ 

09-核実験は中止されねばならない 

10-おだやかに、懸命に、忍耐強く 

11-催眠術、メズマリズム、ブードゥー教 

12-宇宙の意識   13-生命の科学 

14-永遠に生きるためには 

15-個人の分析と想念のコントロール 

16-第２の誕生 

17-イメージによって奇跡が起こる 

18-肉体の意識の返還 19-異星人問題の真相 

20-サイレンス・グループの正体 

21-世界の変動  22-金星のｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸの意義 

23-スペース・ブラザーズはなぜ来るのか 

〇アダムスキーをめぐる人々の証言 
〈全集〉 第１巻-宇宙からの訪問者(➡０１＋02) 

第２巻-UFO問題の真相(➡03) 

第３巻-UFO とアダムスキー(➡04) 

第４巻-宇宙哲学(➡08) 

第５巻-テレパシー開発法(➡06) 

第６巻-生命の科学(➡07) 

第７巻-アダムスキー論説集(➡09) 



10-宇宙の法則  
論説/ジョージ・アダムスキー 1950年代～ 

訳/久保田八郎  中央ｱｰﾄ出版社 2004年 

 



〈新アダムスキー全集 第 12巻〉 

01-人体を作る宇宙の英知 
・異星人の生き方 ・政府はなぜ真相を隠すのか 

・人間の実体は肉体を通過するだけ 他 

02-人間は永遠に転生する 
   ・万物を生かす根源とは ・意識こそ永遠の実体 他 

03-自然界は真実を教えてくれる 
   ・自然界に救われる ・神と人とは一体 他 

04-想念が形あるものを作り出す 
   ・人間は死後すぐに転生する ・真の瞑想とは何か 

   ・想念を送り出す創造主 他 

05-過去世の記憶 
   ・物質とは何か ・想念で病気を治す 

   ・神とは何か ・花に呼びかければ動く理由 他 

06-宇宙への進出が地球を救う 
   ・宇宙船はバチカンに着陸していた 

・画期的な生活が実現する ・新しい太陽系 他 

07-人間は偉大な創造主の子 
   ・まず美しい心を持つこと ・自分自身を知ること 

・存在の背後にある原因を知る 他 

08-自然界は創造主の現象化 
   ・大自然から学ぶこと ・真の自由を得るには 

   ・原理は不変である ・地球世界はすでに天国 他 

∞UFO(Unidentified Flying Object/未確認飛 

行物体)研究は人間研究  ∞G・アダムスキー年表 
〈新アダムスキー全集 全１２巻〉 01～10を含む 
➡※ﾘﾝｸ参考/CosmicConsciousness・新全集紹介 

https://www.adamski.jp/adamski/books.html


11-宇宙維新  
論説/ジョージ・アダムスキー 1930年代～ 

訳/藤原 忍     たま出版 1979年版 

 



Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｊｅｗｅｌｓ ｏｆ Ｌｉｆｅ 

01-信念と進歩 

02-創造主を信じる 

03-心を変革する 

04-精神世界と実社会 

05-バランスの根を張る 

06-禁欲は身を滅ぼす 

07-悟りの道にテクニックはナンセンス 

08-想念を変革する 

09-真の自己改革 

10-人間の義務 

11-宇宙的な思考 

12-御心をやどす 

13-不可視の存在を見る 

14-静寂の響きを聞く 

15-因の世界を知る 

16-創造主に直面する 

17-転生について 

18-カルマとは何か 

19-人間は一人で生きられない 

20-心を開放する 

21-永遠に若くあるためには 

22-地球に天国を 

23-人間の未来 

24-生命を宇宙的に見る 

 

 

▶参考➡宇宙の使者 G・アダムスキー 

https://396588c2-4ad0-400c-9392-5b0cdfbd8d3d.usrfiles.com/ugd/396588_e390e458270c4a6cbb1e5129164bfd61.pdf


12-宇宙のパイオニア  
著者/ジョージ・アダムスキー 1949年 

訳/益子祐司      徳間書店 2001年 

 



Pioneers of Space 
A Trip to the Moon，Mars and Venus 

01-月への旅立ち 
   ・神秘のニュートラルゾーンとの遭遇 他 

02-驚くべき月面世界 
   ・月面での呼吸になれる ・月の住人との遭遇 他 

03-月世界の友人たち 
   ・褐色のやさしき狩人 ・田園地帯、大都市 他 

04-月人たちが暮らす社会 
   ・予期せぬ村人の歓迎 ・礼拝と学習と奉仕の生活 

   ・フィーリングによるコミュニケーション 他 

05-月の巨大都市での火星人との出会い 
   ・未知の人口５０万都市 ・火星の文明、宇宙船 

   ・会話や音のバイブレーションで判断する 

・宇宙船内で真水も電力も作り出せる 

・貨幣のない善意に基づく社会 

・第２の月に暮らす小柄な人たち 

・金星は地球より５万年、火星は３万年進んでいる 

・‘記録の館’で太古の地球の映像を見る 

・多くの惑星人は意識を使って歴史を体験できる 他 

06-金星人、土星人、木星人との遭遇 
   ・秘境ののどかな集落 ・月の広大な水域のﾘｿﾞｰﾄ 

   ・木星の宇宙船と‘至高なる存在’の肖像 

   ・長期間の星間旅行も可能な宇宙船 

   ・夢の国から現れたような優美な金星のパイロット 

   ・心をひとつにして宇宙船を動かす 

   ・金星人女性の妙なる天使の美しさ 



   ・宇宙船を推進させる不思議な光のハイウェイ 

   ・公正さと正しさを重んじる土星人 

   ・多くの偉大な宇宙人が地球へ遣わされて来た 他 

07-火星への訪問 
   ・火星の荘厳なｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰと神性存在の肖像 

   ・火星の都市を巡るツアー…美しき珊瑚の町並み 

   ・誰もが必要なものを何でも手にできる複合ｼｽﾃﾑ 

   ・太陽系の惑星の全てが記録されている‘知識の館’ 

   ・奉仕者としての中央政府  ・麗しき星空のｺﾝｻｰﾄ 

・第２２団太陽系に住む人形のような惑星人たち 

・宇宙をつかさどる雄性と雌性の法則 

   ・バイブレーションで理解する創造の神秘 

・差別や戦争がなく心から楽しんでいる人々 他 

08-愛と芸術の惑星ｱｾﾝｼｮﾝを果たした金星 
   ・宮殿のような最新型の宇宙母船 

・金星はまるで水と緑のファンタジーランド 

・全てが虹色の光彩に輝く世界 

・太陽系の惑星評議会へ招待される 

・金星、土星、木星の指導者からのメッセージ 

・フィーリングは普遍的な言語 

・金星人が歌うと自然もいっせいに歌い出す 

・金星には 12の種族がいる、９つの大洋がある  

   ・地球からの魂も金星に転生している 

   ・金星の美しい浜辺、渓谷、田園地帯の暮らし 他 

09-母なる星への帰還 
   ・私たちの太陽系より遥かに進化した別の太陽系 

   ・永遠の王国への道 ・高次元世界について学ぶ 

   ・他の惑星の生命の知性までも測定する装置 他 



13-宇宙からの警告  
著者/ケルビン・ロウ 1958年 

訳/梶野修平      たま出版 1987年 

 



a Call at Dawn 

01-目覚め 
・自分と宇宙の関係 ・彼らは地上にも住んでいる 他 

02-宇宙人との出合い 
   ・会場にいた３人の宇宙人 ・宇宙における男女差 他 

03-宇宙の友人たちとの会見  
   ・キリストについて質問する ・冥王星の淑女 他 

04-巨大 UFO母船に同乗する 
   ・大気圏外への飛行 ・宇宙から見た地軸の揺れ 他 

05-われわれは何をなすべきか  
   ・天国は地上に築くべきである ・真理とは何か 他 

06-新周期に入った地球  
・人間は惑星間を生まれ変わる ・罪とは何か 他 

07-閉ざされた地球からの脱出 
・奴隷であることに気づく ・想念-重力-地磁気 他 

08-宇宙人種になる資格  
   ・他の惑星からの援助 ・気象、奇病への影響 他 

09-地上に平和が来ないわけ 
   ・納税者は騙されている ・権力者の国際主義者 他 

10-宇宙は電磁エネルギーの海 
   ・全ての動力源 ・人間は神の光の経路である 他 

11-彼らが直接介入しない理由 
   ・惑星間社会の構成と管理体制 ・宇宙の秩序 他 

12-選ばれる者は少ない 
   ・強大な宇宙勢力が存在する ・新たな生き方 他 

 

 



14-わたしは金星に行った  
著者/S・ヴィジャヌエバ・メディナ 1976年 

訳/ミチコ・アベ・デ・ネリ たま出版 1995年 

 



Yo Estuve En El Planeta Venus 

第１部 地球から金星への旅 
01-別の惑星からの来訪者 

・故障 ・ユニフォーム ・別世界 

02-円盤の機内へ招かれる 
   ・生命維持装置 ・教育 ・自衛 ・船室 

03-他の惑星への宇宙旅行  
   ・地球 ・巨大円盤 ・機内食 ・着陸 ・接近 

04-惑星の都市と交通 
   ・市街区画‣果樹栽培・呼吸・食堂・乗物・街路・歩行 

05-工業生産の歴史とシステム  
   ・ビル ・タイヤ ・円盤製造 ・シリンダー 

06-農業と漁業の資料館 
・食品加工 ・増築 ・歴史 ・海洋施設 

07-他の地域への旅行 
・トイレ ・子供用地区 ・葉巻型母船 

08-快適なホテル施設 
   ・地球人 ・シャワー ・眠り 

09-視聴覚設備のリアルな映像 
   ・食品 ・図書館 ・収穫船 ・映画館 ・スポーツ館 

10-音響イマジネーション・システム 
   ・バリエーション ・海 ・死 

11-地球帰還後の反響 
   ・推進力 ・兵器 ・離別 ・コンプレックス ・金星 

第 2部 その後の不思議な体験 
   ・不遇だった幼少時代 ・再会時の驚異的体験 

・宇宙人との約束を果たすまで ・伝道者たち 



15-大統領に会った宇宙人  
著者/フランク・E・ストレンジズ 1991年 

訳/金子浩       たま出版  1996年 

 



Stranger at the Pentagon 

01-着陸  
・最初の会見 ・奇跡の服 ・ペンタゴン訪問  

・人類を助けるために ・指紋がない  

・他の惑星の生物 ・大統領との会見  

・CIAの極秘ファイル ・宇宙人の出発  他 

02-会見のはじまり 

03-命拾い 

04-ようこそ宇宙船へ 
   ・水上の UFO ・全身の浄化 ・ケネディの暗殺 

   ・異星人のディナー ・進んだテクノロジー 

05-ヴァルの司令官への任務 
   ・ケロの地 ・炎の輪 ・司令官への任務 

06-空港で襲撃 
   ・黒い男たち ・主に祈る ・流罪 ・ﾌｫｰｽﾌｨｰﾙﾄﾞ 

   ・医療センター ・青ひげに癒される 

07-炎の輪 
   ・重傷 ・帰ってきたMIB ・驚くべき回復 ・天の王 

   ・神のご加護 ・なすべき儀式 

08-地球上の宇宙船 

   ・ｳﾞｨｸﾀｰｸﾗｽ防衛区域 ・推進方式の秘密 ・力線 

   ・マスタービーム ・宇宙船の位置 ・宇宙教室 

   ・通信システム(1-ﾃﾚﾊﾟｼｰ 2-ﾎﾛｸﾞﾗﾌｨｰ ３－直接) 

〇エピローグ         ▶参考➡ヴァリアント・ソー物語  

 

 

 
 

 

 
 

https://396588c2-4ad0-400c-9392-5b0cdfbd8d3d.usrfiles.com/ugd/396588_6151c3eaa0d849c88d2cd390b7eac8eb.pdf


16-天使的宇宙人とのコンタクト  
著者/ハワード・メンジャー＆コニー 1959年～ 

訳/益子祐司      徳間書店 2007年 

 



From Outer Space to You 

第１部 外宇宙からあなたへ 

0１-ファーストコンタクト／岩の上の天使 

0２-迷彩服の男／テレパシーによる呼びかけ 

0３-ハワイのスペースシスター／再びのｺﾝﾀｸﾄ 

0４-テスト／沖縄で危機一髪の戦闘 

0５-予言／再びのメッセージ 

0６-ミッション／再び現れた岩の上の天使 

0７-第２コンタクトﾎﾟｲﾝﾄ／宇宙船の着陸地点 

0８-自爆／ｺﾝﾄﾛｰﾙを失った観察用小型円盤 

0９-宇宙への意識を開く奇妙な装置 

10-スペース・ピープルの食事・衣料・散髪 

11-永久保存される個々のマインドのレベル 

12-宇宙船との遭遇を家族に打ち明ける 

13-反重力場／宇宙船への搭乗を果たす 

14-不思議な円卓／ついに宇宙船内へ入る 

15-めくるめくショー／大気圏外への旅 

16-ハワード・メナジャーとの目撃証人たち 

17-警察/自らの体験を受け入れられない人々 

18-ゴースト・カー／現実世界に投影された思念 

19-ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾑｰﾝ／初めての月旅行を目前に 

20-宇宙船に乗って月の軌道を回る 

21-月への着陸準備／肉体原子の状態を調整 

22-月面での観光旅行 

23-円板が飛び上がった/驚くべき無意識の実験 



24-深遠な宇宙の師／メンタル・カプセルによ

って英知の種を移植される 

25-マスターと準マスター 

第 2部 土星の歌・あなたに降り注ぐ光の筋 

26-光る影/写真に撮られた宇宙人とﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

27-秘密の実験室と思念波ビーム放射装置 

28-惑星地球の隠された過去/訪問者からの手紙 

29-地球外からの生命体 

30-妻コニーが語るハワード超常能力 

31-生まれ変わり／ウォーク・イン現象 

第 3部 ハイブリッジでの出来事 

32-電気宇宙機ⅹ‐１/飛びすぎたＵＦＯ試作機 

33-ハワードを救った私服刑事の正体 他 

34-コロラド・スプリングスの秘密研究所  

35-襲撃され、書類を奪われかける! 

36-真相の告白/宇宙人とUFO調査…政府他 

37-フィルムに収められた軍人と宇宙船乗組

員の接触現場／FBI とのやりとり 

38-コンタクティ／スパイ大作戦？ 
〇メンジャーの体験を裏付ける驚くべき証言 

〇私は金星から肉体波動を落として地球へやって来た

/金星人女性クリスティーナの告白 

 

 
  



17-宇宙の友人たち  
著者/古山晴久     たま出版 1977年 

 

 



第１部 宇宙の友人たちに会うまで 

0１-地球という小さな星で 

02-光に導かれて南へ 

03-地球にいる宇宙の偉大な友人たち 

第 2部 アダムスキーが残したもの 

04-他の惑星からの宇宙船 

05-偉大な宇宙のパイオニア― 

06-UFO教育センター 

第 3部 宇宙的進化の原理 

07-生まれ変わりとは 

08-生まれ変わりの原理 

09-永遠なる経験 

10-多くの館 

11-生まれ変わりとカルマ 

12-再生 

13-カルマ 

14-終末の真実のしるし 

15-人間の義務 

16-質疑応答 

17-用語解説 
年齢／意識/ 

肉体または魂の城 

心または感官の心 

  推薦図書の紹介 

 

 



18-私が出会った宇宙人たち  
著者/ハリー・古山   徳間書店 2008年 

 

 



01-宇宙人はすでにあなたのこんな身近にいる!  

02-オレンジ色の UFOに命を救われる 

03-あなたも知らずに宇宙人と会っている! 

04-宇宙人「P」にもらった地図で 

   クリスタル(水晶)でできたピラミッドを発見! 

05-アダムスキーが金星人オーソンと 

   コンタクトした本当の場所を発見! 

06-マイ・ディア・フレンド宇宙人「Ｊ」との交流 

07-宇宙人も認めてくれた 

「マリア」と「イエス」の本当の話 

08-メキシコの楽園「サンホセ・プルア」は 

   宇宙の友人たちと会議をもった場所! 

09-宇宙文明との交流の証拠? 

   パレンケの森の神秘! 

10-進化した惑星からやって来る宇宙人たちを 

見分けるのは簡単なことではない! 

11-金星人
ピ ー ス

系＆火星
ウ ォー

人系 

地球でせめぎ合う２つのパワー 

12-UFO／火の玉…幼き日のある「記憶」 

13-サングラスの宇宙人は 

紫外線に気をつけていた! 

14-宇宙船か生まれ変わりで 

   遥かなる別の大地へ行ける! 

 

 

    



19-宇宙からの使者  
著者/藤原 忍      たま出版 1988年 

 



01-公表された事件の顛末 
    -このすべてが偶然の出来事なのだろうか 

02-秘話が明かす特使の姿 
    -前世の記憶が確証されるまで 

03-月や惑星はほんとうに死の世界か 
    -宇宙開発情報は全て信じられるものなのか 

04-太陽系人類の歴史と地球 
    -今世紀に集中して UFOが飛来する理由 

05-地球は宇宙連合に参加できるか 
    -世界の政府とバチカンを巻き込む宇宙人の活動 

06-その社会は単なるユートピアか 
    -宇宙と密接な生き方こそ人間の姿である 

07-真相を認めるのは政治か宗教か 
    -開国派バチカンと鎖国攘夷の世界経済勢力 

08-宇宙的人生を謳歌しよう 
    -何がユートピアを実現しうるのか 

09-最後の劇的接近遭遇 
    -政府へのアピールを願った宇宙人たち 

エピローグ 

世界に出現するアダムスキー型 UFO 

アダムスキー年譜(1891～1965) 

 

 

 

 

 

       



20-地球人へのメッセージ  
著者/伊藤耕造       星雲社 1999年 

 

 



01-太陽系の活動と終末 
・地球の地軸の変化と太陽系の崩壊 

・新しい太陽系に波動の低い惑星がない理由 

・月面の発光現象 ・金星と太陽の真相 他 

02-スペースピープルの真相 
・人間と惑星の関係 ・他の惑星の政治と経済 

・スペースピープルが持つ病気を治す機械 

・金星の慈悲・言葉・象形文字 ・土星 ・火星 

・トリテリア人種 ・オーソンの肖像画 他 

03-宇宙のパイオニア 
・各惑星に住む人間の寿命と人口 ・暗い月 

・冥王星とその外側の惑星の人々 他 

04-宇宙船の真相 
・宇宙船に使われる金属 ・宇宙船の動力 

・革命を起こす磁気ﾓｰﾀｰ ・地球製の円盤の性能 

・日本人が開発した磁気回転運動装置 他 

05-コンタクト以後のアダムスキー氏 
・意識の旅行と幽体離脱の違い 

・ｽﾍﾟｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにおけるアダムスキー氏の位置 

・ローマ教皇ヨハネス２３世との謁見 

・組織を拒否したアダムスキー氏 ・氏の進化率 他 

06-生まれ変わり 
・過去世からの記憶 ・ソーラー・プラクセス 

・人間の魂の絶滅 ・遺体の処理方法 他 

07-古山晴久氏について 
・映画「砂漠の１点」 ・古山氏のテレパシー能力 他 

08-生命の科学－宇宙時代の聖書－ 
〇宗教と円盤(1955.アダムスキー、デトロイト講演から) 



21-宇宙人はなぜ地球に来たのか  
著者/韮澤潤一郎    たま出版 2001年 

 

 



01-宇宙人が住む町へ  
・宇宙人の大半は人間型 ・宇宙人に対する反応 他 

02-宇宙人たちとの交流 
   ・なぜ宇宙人たちは協力したのか 

・政府や軍はどこまで知っているのか 他 

03-宇宙人との交流を阻害する者 
   ・知られていない意外な現実 

   ・ＵＦＯ出現で起きるミステリー現象の謎 

   ・善意の宇宙人活動を妨害する勢力 他 

04-歴史は宇宙人の活動と連動する 
   ・地球救済を先行させた宇宙人の意図 

   ・法王は聖母の警告を受け入れた 他 

05-火星勢力の大逆襲 
   ・隠ぺい政策と宇宙人との秘密交流 

   ・地上で巻き起こる反乱の嵐 他 

06-接近する火星文明の実態 
   ・火星の大衆は地球が嫌い？ ・火星文明流入 

   ・地球文明は宇宙人の影響を受けて現代に至る 他 

07-近代科学への影響 
   ・すべての国家に宇宙人の存在は通達された 

   ・宇宙テクノロジーの流入 ・重力理論の実用化 

   ・宇宙エネルギーと人体の関係 他 

08-人類の宇宙的進化 
   ・軍事優先で始まったオカルト・テクノロジー研究 

   ・神的領域への接近 ・演出される UFO事件 他 

09-地球人も宇宙人になる 
   ・地球は高度惑星社会を取り入れつつある 

   ・惑星規模のレスキュー部隊が存在する 他 



22-終末へのカウントダウン  
著者/韮澤潤一郎    たま出版 2015年 

 

 



01-核開発で UFOロサンゼルス決戦勃発  
   ・原爆開発に対する UFOのデモンストレーション 

・米軍の攻撃にびくともしない巨大物体 他 

02-史上最大の UFO出現で目撃者１００万人 
   ・地球の裏側に宇宙人が着陸 ・情報操作…報道 

   ・大衆を巻き込む直接コンタクト事件が発生 他 

03-ジュネーブ会議で宇宙開発が始まる 
   ・宇宙人飛来の目的は政府要人に伝わった 

   ・地球に突きつけられた宇宙人からの最後通告 他 

04-宇宙時代は地球開星の前奏曲 
   ・旧約聖書の預言書に書いてある警告 

   ・人間の生来の能力としての遠隔透視の実用化 

   ・スペースプログラムにおけるイエスの任務 他 

05-「終わりの時」のキリスト再臨 
   ・人の子が来る  ・「雲間の主の光」は UFO 

   ・「終わりの時」に起きる地球の大変動 他 

06-大変動の前に何が起きるのか 
   ・宇宙人文明を認める時代へ 

   ・「終わりの時」のスペースプログラム 他 

07-巨大 UFOはノアの箱舟 
   ・最大の宇宙計画にそなえる 

   ・惑星移住は始まっている 他 

08-UFOは「生命の科学」法則で動く 
   ・シリコンバレーで生まれた地球製 UFO 

   ・暗号コードで読む人類の未来 他 

09-「終わりの時」に起きること 
   ・あかつきにいたる道 

   ・地球脱出のタイミング 他 
 



23-スペース・ブラザーズ 
著者/ゲラート・アートセン 2011年 

訳/大堤直人       星雲社 2013年 

 



Ｈｅｒｅ ｔｏ Ｈｅｌｐ 

01-地球外生命の存在 
   (エクソポリティクス-宇宙政治学) 

   (ディスクロージャー-情報開示)  他 

02-隠蔽から陰謀へ 
   (ロズウェル事件/UFO墜落１９４７．７-隠蔽工作) 

   ・「生命」という普遍的な原理(覚者方の証) 

   ・隠蔽、陰謀、憶測   ・新世界秩序？ 

03-一方、現実には 
   ・信頼できる目撃者  ・バチカン関連 

   ・霊的な観点からの真偽の確認 

04-友情により宇宙から 
   ・友情を培う       ・世界規模の努力 

   ・地下基地        ・フレンドシップは続く 

   ・宇宙からのさらなるフレンドシップ ・誤った分割 

05-宇宙船内部 
   (幾人かのコンタクティーたちの報告) 

・宇宙旅行        ・核からの脱却 

   ・テクノロジーの共有  ・テクノロジーと認識 

06-ディスクロージャー/全ては大計画に沿って進む 
   ・法と秩序         ・惑星的な変化 

   ・意識のつながり     ・希望の宣言 

エピローグ、補遺 
〇黄金律(無害の法則) 
・バハイ教、仏教、儒教、キリスト教、ヒンズー教、イスラム教 

・ジャイナ教、ユダヤ教、ネイティブアメリカン、、シーク教、道教 

・ウィッカ、ゾロアスター教 

(引用文献)ジョージ・アダムスキー、アリス・ベイリー 

ヘレナブラヴァッキー、ペンジャミン・クレーム 他 



24-私はアセンションした惑星から来た 
著者/オムネク・オネク 1991年 

訳/益子祐司      徳間書店 2008年 

 



UFO Ｆrom Ｖenus Ｉ Ｃame 

0１-金星からやって来たオムネク 
   ・太陽系の惑星から来ている兄弟姉妹たち 

   ・金星人、火星人、土星人、木星人の特徴 

   ・地球の進化を阻む闇勢力と政府のﾄｯﾌﾟｼｰｸﾚｯﾄ 他 

0２-金星の科学を支える至高なる神性の法則 
   ・超然とした存在―本当の「あなた」は魂です 

   ・物理的世界を超越した世界はまさにﾊﾟﾗﾀﾞｲｽのよう 

   ・宇宙の意識とつながるｴｰﾃﾙ界は潜在意識の世界 他 

0３-金星はどのようにしてアセンション遂げたか 
   ・人々が幸せをかみしめた金星の黄金時代と地下生活 

・始まりの時－社会構造の超変革へ 

   ・金星社会の発展‐物欲・権力欲を超越した世界 他 

0４-金星で過ごした幼少期時代 
   ・子宮の中の記憶 ・宇宙船での移動 

   ・金星の幼児教育 ・放課後や自宅での創造活動 

   ・テレポーテーション装置の開発 ・魂の旅行 他 

0５-アストラル界の仕組みと自然の法則 
   ・アストラル界…思念の力で物体を顕現させる 

   ・輝く色彩に…物体それ自体が光を帯びている 

   ・アストラル界における人間の能力 他 

0６-金星都市チュートニアと首都レッツ 
   ・魅惑の都チュートニアと舞踏場での経験 

   ・トウモロコシやヒマワリは金星から来た 

   ・マスターとの会見 ・魂の世界で起こる自己実現 他 

0７-アストラル界の金星でのｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな生活 
   ・金星はファンタジーランド 

   ・音、香り、触感、色彩の無限のバリエーション 



   ・金星の音楽、ダンスと演劇、永遠の学習 他 

0８-金星から物理的次元の地球へ～準備 
   ・カルマの清算のため地球に生まれ変わることを決意 

    ・アストラル体から肉体を顕現させることはｼｮｯｷﾝｸﾞ 

･母船内の様子と生活‐２日間かけて地球への旅 他 

0９-太陽系内の科学･ｽﾋﾟﾘﾁｭｱﾙ･人間の超真相 
   ・太陽系内の兄弟姉妹たち ・文明進化の段階 

   ・生命の法則 ・カルマの法則 ・不干渉の法則  

   ・若さを保つ秘訣 ・宇宙船の推進原理  他 

10-秘密のチベット寺院～地球の世界に慣れるための交差地点 

   ・アガム・デスでの生活 ・マントラの美しい詠唱 

   ・最古の完璧な聖典『永遠の道』の深遠なる教え 

   ・様々なﾚｯｽﾝ ・宇宙船に乗ってアメリカへ到着 他 

11-地球社会での過酷な生活 
   ・シーラの家庭 ・祖母との生活 

   ・貧しい家庭の中で肉体をまとって生きる苦労を味わう 

12-地球は金星のような次元進化を迎えられるか 

   ・学芸院での自由な創造 ・科学は９進法 

   ・金星の一時期に使用されたﾛﾎﾞｯﾄの悲劇的な教訓 

・ﾀｲﾑﾏｼｰﾝで過去と未来へ ・次元移行の荘厳な儀式 他 

13-隠されたナザレのイエスの真実 
   ・宇宙人との子供を宿した聖母マリア… 

   ・金星のマスターから転生したイエス・キリスト… 

   ・キリストの復活-宇宙船内で修復された彼の肉体 他 

14-ジョージ・アダムスキーへの 

金星文字 
アダムスキーの謎とオムネクとの関連性 
コンタクト前後の出来事 

新しいスペースブラザーズ 他 
 



25-地球人になった金星人オムネク‣オネク  
著者/オムネク・オネク 2000年 

訳/益子祐司      徳間書店 2011年 

 



Angels Don't Cry 

00-地球での家族との出会い 

01-新たな人生への旅立ち 

02-楽園から奈落へ 

03-金星人オディンとの再会と古代ホピ族の預言 

04-刻み込まれた悪夢 

05-自殺未遂と裁判の行方 

06-自立への道 

07-聖なる婚約と悪夢の再来 

08-妊娠、逃亡、そして夢の終焉 

09-初めての出産-魂の選択 

10-宇宙船内でのクリスタルヒーリング 

11-運命の出会い 

12-ヒッピー生活とウッドストック 

13-金星の実父の死、そしてキング牧師暗殺の予知 

14-母への告白、そしてマスターとの出会い 

15-アストラル次元での活動 

16-特別な魂としての子供たちの育て方 

17-マスターからのメッセージと私の過去世 

18-全世界へ向けオムネク・ 

オネクとして活動を開始 

19-ノームとの遭遇 
(訳者解説) オムネクの近況等 
 

(参考動画ﾘﾝｸ) 

【1➡】   【2➡】   【3➡】   【4➡】 
   【５➡】   【6➡】   【7➡】    

https://youtu.be/lBhNOYMt2HU
https://youtu.be/-XIIPnLr6CI
https://youtu.be/KfRxGhazj_M
https://youtu.be/OtVwbvy36lU
https://youtu.be/m-en2IazkZA
https://youtu.be/RT_H8z2fQ_o
https://youtu.be/92hT1DXVYLU


26-金星人ｵﾑﾈｸ 地球を救う愛のﾒｯｾｰｼﾞ  
著者/オムネク・オネク 1997年 

訳/益子祐司      徳間書店 2011年 

 



Handbook of Venusian Spirituality 

01-物理的な体のバランスを整えましょう 

02-自分の感情をｺﾝﾄﾛｰﾙする方法を学びましょう 

03-あなたの過去世を知ることで、完成した魂へ 

04-自分自身で考えるﾒﾝﾀﾙﾌﾟﾛｾｽを取り戻す 

05-エーテル界の働き 

06-魂―本当の私 

07-至高なる神性の法則 
〈７つの基本法則〉 

   1)自分自身が創造者の一部であることを知りなさい 

2)命あるものとしての体験に感謝をささげなさい 

3)裁くことなく、全ての存在を受け入れなさい 

4)私たちはあらゆる生命形態として存在してきたこ 

を知りなさい 

5)それぞれの人生のサイクルにおける自身の責任を 

  果たしなさい 

6)自分が存在する世界の自然と社会の法則に従い 

     なさい  

7)同じレッスンを繰り返さないために、過ちから学びな 

さい 

〈７つの聖なる法則〉 

   1)生きとし生けるものを全て愛しなさい 

2)私たちの世界をサポートするために地震のエネル 

ギーを使いなさい 

3)知識と知恵を分かち合いなさい 

4)すべての魂は平等であることを理解しなさい 

5)決して他を操ったりコントロールするために力を使 

ってはいけません 

6)魂は不滅であることをしりなさい 



7)一なる神聖な存在に日々感謝をささげなさい 

08-カルマをどのように受け入れるか 

09-瞑想を実践しましょう 

10-ソウルトラベルのテクニック 

11-各階層世界の波動とマントラ(※) 

12-癒す力、ヒーリングの手順 

13-エネルギーの感じ方、活かし方 

14-金星の聖なる儀式 

15-金星人は死の概念についてどう考えているか 

16-誰もが人生の計画を持って生まれて来ます 

17-スピリチュアル・ジャーニー 

18-スターピープル診断テスト 
付録)オムネク・オネク愛の詩集、DVD メッセージ 

(※)階層世界 マントラ 音 色 

1物質的世界 

 

アライヤ 

(Alaya) 

雷鳴とドラム グリーン 

(緑色) 

２アストラル界 

 

カラ 

(Kala) 

大海原の波 ローズ(ばら 
色/ピンク) 

３コーザル界 

 

オゥム 

(Aum/Om) 

小さな鐘の音 バイオレット 
(すみれ/紫) 

４メンタル界 

 

マナ 

(Mana) 

流れる(滴る)

水 

ブルー 

(青色) 

５エーテル界 

 

ブァジュー 

(Baju) 

蜂の羽音 ゴールド 

(金色) 

６魂の世界 

(ソウル界) 

シャンティ 

(Shanti) 

荒涼とした平原

を渡るような風

の音 

イエロー 

(淡い黄色) 

７アナミ・ロク 

(神の世界) 

ヒュー 

(Hu) 

宇宙の音楽 

(言葉では言い

表せないもの) 

ホワイト 

(白) 

 



27-金星人オムネクとの対話  
著者/オムネク・オネク (Q＆A形式＋TV1993) 

訳/益子祐司    TOブックス 2013年 

 



第１部 オムネクとの対話 
01-金星人と地球人の架け橋になるために 
   ・異次元間を結ぶクロスオーバーゾーン 

   ・人間は宇宙普遍の種族  

   ・すべての惑星に存在する異次元ポータル 

   ・インナービューティーを表すこと 

   ・生命エネルギーを得るエクササイズ 他 

02-あなたがアストラル次元に向かっていくために 

   ・金星人の持つ神と概念そして無条件の愛 

   ・広大なアストラル世界と低層領域の危険性 

   ・食事の代わりにエネルギーを吸収する 

   ・素材を用いずにあらゆるものを創造する 

   ・バランスとハーモニーを保つこと 他 

０３-他の惑星の仲間たちと共に歩んでいくために 

   ・地球を訪れている宇宙人たちの見分け方 

   ・アポロ計画の真相 

   ・金星社会は洗練されたシンプルさを持つ 

   ・地球の大衆をコントロールしようとする勢力 

   ・それぞれの人に適した教えがある 他 

04-地球の変容の時代を生き抜いていくために 
   ・転生とカルマの関係をどうとらえるか 

   ・惑星の空洞世界について 

   ・金星のピラミッドと 9進法 

   ・地球は宇宙の実験場？ 

   ・惑星地球の変容のプロセス 他  

第 2部 オムネク・オネク 

全米放送 TV出演 
     紙上再現 １９９３年 

 



28-宇宙語・宇宙人(邦題:神々のルーツ)   
著者/ジョージ・H・ウィリアムソン １９５6年 

訳/増野一郎      ごま書房 1997年 

  



Other Tongues－Other Flesh 

〇ﾌﾟﾛﾛｰｸﾞ宇宙を考えるための３つの真理 
宇宙人が伝えるもの 他 

01-移住者－神々は宇宙の彼方からやってきた 
・遥か昔、宇宙人の魂の大群が地球にやって来た 

   ・地球人は、みな宇宙人 他 

02-放浪者-記憶を失った宇宙人の子孫は、あなたかも 

・放浪者たちの身体的特徴 

・太陽系には１２の惑星がある 他 

03-預言者－預言者たちは宇宙人から啓示を受けていた 

・宇宙人とコンタクトしていた、旧時代の預言者 

・宇宙人から民衆へのメッセージ 他 

04-収穫者－２１世紀には‘選ばれし者’の時代になる 

・やがて訪れる‘地球新時代’の前触れ 

・暗黒をもたらす人々 他 

05-代理者－宇宙人と接触できる人間の条件 

・宇宙人のメッセージを伝える代理者 

・代理者は、あらゆる年齢層・職業に広がる 他 

06-侵入者－世界の神話に共通する悪魔伝説の秘密 

・邪悪な宇宙生命体‘オリオン’ ・侵入者の手口 

・侵入者に肉体を奪われた地球人 他 

07-推測者－宇宙人を頑固に否定する者達の野望と恐れ 

・政府が恐れる宇宙人の真実 

・私たちの知る宇宙は、単なる推測の積み重ね 他 

08-残留者－人類に宛てた‘神々の警告’ 
・‘天国’の真の姿 ・残るべき人々 

・大いなる告知の日 ・残留者への改造計画 他 

〇ｴﾋﾟﾛｰｸﾞ‘神’に捧げる祈り 



29-空飛ぶ円盤の秘密  
著者/トルーマン・ベサラム １９54年 

訳/久保田八郎      高文社 1972年 

 



Aboard a Flying Saucer 

0１-不思議な小人たち 
   ～私たちの家はずっと遠くの国のお城の中です 

0２-円盤の婦人機長(美女) 

   ～私たちは遊星から遊星へ旅行しています 

0３-円盤の磁力(磁力の制御法)  
   ～地球でいう悩みとか心配事とかは、私たちの家

庭にはないのです、病気…などもありません 

0４-機長アウラ・レインズの予言 
   ～当分の間この地球の荒野に生じる水分の大部

分は涙でしょうね 

0５-火星を語る 
～火星は美しいところ…人間が住んでいますよ 

0６-物体消滅術 
～地球人が攻撃なんて馬鹿な真似をすれば、…そ

の人たちはみんな消えてなくなります 

0７-フランス語の手紙と中国文筆蹟 
～物体の遠隔制御法といった方法があります 

0８-クラリオン人の生活(月の向こう側にある) 

～仕事は喜びと平和を讃える歌をうたいながら… 

0９-過去観察機 
～熱烈な精神統一をすれば何でもできるし… 

10-クラリオンの結婚式 
～私たちが楽しく暮していることが… 

11-円盤の秘密 
   ～直径 100 ﾔｰﾄﾞ、中心厚さ 6 ﾔｰﾄﾞ 

12-ジョージ・アダムスキに会う 

 



30-光速の壁を超えて  
著者/エリザベス・クラーラー １980年 

訳/ケイ・ミズモリ  ヒカルランド 2016年 

 



Beyond the Light Barrier 

01-天空の神々との出会い 
   ・天空に暮らす住人たちとは?  

   ・幻想的な宇宙船との再会を果たす 他 

02-雲の上からのテレパシーが私を導いた 
   ・空の彼方からやって来る先進的な人々 

   ・宇宙旅行の秘密を解明する鍵は愛だ! 他 

03-地球人がまだ知らない光の秘密 
    ・別世界から現れた一人の男性が運命を変えた 

   ・宇宙船は純粋なエネルギーから作り出される 他 

04-命がけで守られて来た真の科学 
   ・未知なる宇宙船での旅 ・彼らの祖先は金星人 

   ・美しく豊かな自然に満ちた未知の文明 

   ・南極に存在する地下基地 ・ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞは宇宙図書館他 

05-異星人との真実の愛が生まれた瞬間 
   ・完璧な愛と調和に基づいた男女の結合 

   ・電気重力推進システムとは? 

   ・エイコンと過ごす快晴の朝 他 

06-時空の壁を超えて、ｹﾝﾀｳﾙｽ座α星系ﾒﾄﾝ星へ 
   ・穏やかな人々が暮らす国、第２の金星メトン 

   ・宇宙の不朽の生命の源とは? 

   ・崇高な彼らの文明は地球人の理解を超えている 

   ・異星人との間に生まれた素晴らしい息子! 他 

07-宇宙で生きるということ 
   ・死は人生の一部、人生は死の一部 

   ・宇宙には４つの力がある 

   ・地球人類は理解と愛を持ち、進化しなければいけない 他 

〇ｴﾋﾟﾛｰｸﾞ 人類はみな光の創造物である 他 



31-アミ・小さな宇宙人 

著者/エンリケ・バリオス １986年 

訳/石原彰二      徳間書店 1995年 

 



Ami, el nino de las estrellas 

第 1部 
01-墜落 UFO 

02-宙に浮かんだペドゥリート 

03-アミと名づけられた宇宙人との会話 

04-人を幸福にしないシステム 

05-アブダクティ(誘拐) 

06-ス‐パ‐コンピューターと愛の度数について 

07-UFO搭乗と目撃証拠 

第２部 
08-オフィル星と地球を脱出した人々 

09-宇宙の基本法 

10-宇宙親交と救済計画 

11-科学が霊性を発見する時 

12-宇宙生命体への階段 

13-万物を生み出すエネルギー 

14-帰還 

          

    



32-宇宙の四次元世界  

著者/清家新一     大陸書房 １971年 

 

 



宇宙よりの使者「円盤」 
01-円盤写真の科学的解析 

02-超常的円盤現象の考究 

03-「重力単極艇」のすべて 

04-宇宙的な超自然科学 

遥かな宇宙へ始動開始 
01-サールの逆重力宇宙機 

02-星船「エゼキエル」 

03-日本の逆重力宇宙機  

四次元の科学と宇宙文明 
01-ウラニデスとの接触 

02-先進宇宙文明への途 

03-「超相対性理論」の再認識 

超相対性理論の成体応用 
01-人体の北極と南極 

02-四次元ロボット「人間異性体」 

０３-四次元的「不老不死の法」 

宇宙的四次元の実在 
01-ウラニデスの社会 

02-宇宙艇工業への考察 

03-四次元科学の粋「宇宙艇」 

 



33-聖書と UFO  

著者/山本佳人    大陸書房 1974年 

 

 



第１部 旧約聖書時代の宇宙船 
01-創世記の謎 
   ・宇宙創造と人間創造 ・宇宙大戦争 他 

02-ノアの大洪水 
   ・箱舟は宇宙船?! ・寿命が著しく縮んだ人類 他 

03-ソドムとゴモラの謎 
   ・先史時代の原爆 ・古代エジプトの UFO 他 

04-モーゼの奇蹟 
    ・紅海を割った奇跡の真相 ・「契約の箱」は… 

   ・シナイ山頂のモーゼと UFO ?  他 

05-ヨシュアと不落の城 
   ・「振動の法則」に敗れたエリコ城 

06-ヨナと「巨大な魚」 
   ・潜航用宇宙母船に救われたヨナ 

07-イザヤ書の謎 
   ・「タルシシの船」とは何か ・死者復活の法 他 

第 2部 新約聖書と対地球
ス ペ ー ス

援助
・ プ ロ

計画
グ ラ ム

 
01-対地球援助計画の全貌 
   ・災厄の時を救う宇宙人 ・地球再建への帰還 

   ・同盟惑星群による太陽系連合 

02-ダンテの宇宙旅行 
   ・見者ﾖﾊﾈは水星に行った?! ・ﾀﾞﾝﾃとｱﾀﾞﾑｽｷ 他 

03-「転生」の秘密 
   ・‘魂’の起源 ・アダムスキの異常な体験 

04-魂のめざめる時 
   ・魂の転生とその存在 ・イエス変貌の奇蹟 他 



34-UFO原理と宇宙文明  

著者/太田 竜       星雲社 １991年 

 

 



01-宇宙人は、地球人を見守り育てて来たのか 
   ・異星人がエジプトのピラミッドをつくったのか？ 

   ・聖母マリア出現の意味 

   ・終末の時が来た 

02-UFO と、ロスチャイルド、 

   ロックフェラー帝国、国際ユダヤの大陰謀 
   ・ケネディ暗殺の謎を解く 

   ・対異星戦争のプログラム 

   ・「第３の選択」恐るべき最後の大謀略 

   ・「悪魔がこの世を支配する」その名は… 

03-宇宙文明への開幕 
   ・成人式の試練を、人類は超えられるか 

   ・サタン(悪魔ルシファー)とは何者か 

   ・最後の審判―ドゥームズ・ディ 

04-宇宙は、生きている 
   ・宇宙物理学の革命へ 

   ・科学革命が日本で始まった 

   ・人類は宇宙人へ進化できるか 

   ・UFO文明へのこころみ 

05-真人類への進化のための真科学  
   ・解説、真科学 

   ・量子力学は近代西洋物理学の滅亡の道標である 

   ・真人類解脱のための絶対科学の探求 

参考資料 坂元 邁「マイナスの科学」 

       



35-宇宙船 天空に満つる日  

著者/渡辺大起、他   徳間書店 １993年 

 

 



第 1部 宇宙人は語った 
01-3つのコンタクト 
  ・地球の静止する日 ・宇宙からの眼 他 

02-大周期の終わり 
  ・創造する光 ・ワンダラーの目覚め 他 

03-聖なる儀式 
  ・‘神’の実感 ・3つの使命 ･アシュターは語る他 

第 2部 甦る光 
01-ルシファー輝く 
  ・‘悪の力’との戦い ・渦巻く光と影 他 

02-エクアドルの儀式 
  ・バイブレーションの要石 ・地軸の大転換 他 

03-オリオンの目覚め 
  ・ゼウス ・オリオンをくくる ・全ては光の中で 他 

第 3部 宇宙船、天空に満つる日 
01-変わりゆく底流 
  ・宇宙船からのメッセージ ・百匹目の猿 

  ・すべては 1つ(アットワンネス) ・生命の本質とは 

  ・新しい地球-アルス ・魂の奥の清らかな流れ 他 

02-宇宙船 天空に満つる日 
  ・直感は宇宙の核心に触れる ・天からの声は語る 

  ・信が問われる時 ・変化はいつくるのか？ 

   ･ノアの箱船 ・魂の救い ・地球再建の役割 他 

03-新しい世の光の中で 
    ・神の創造、人の創造 ・創造する光 

    ・新しい世の波動を語る 

    ・２つの輪が重なる時 他 
 



36-UFO と異星人の真相  

著者/久保田八郎 中央ｱｰﾄ出版社 １995年 

 

 



01-コンタクティーとして生きる 
  ・異星人への呼びかけ ・テレパシーによる送受信 

  ・円盤に乗る ・円盤を操縦する ・金星と水星を訪れる 

  ・他の太陽系の惑星を訪れる ・地球で生きる使命 

  ・コンタクティーへの妨害工作 ・偽コンタクティー 

  ・プラスの信念 ・異星人と地球人の波動格差  

  ・本当の愛 ・地球で生活する異星人たち 

  ・異星人の描く創造主のイメージ 他 

02-進歩した惑星の実態 
  ・金星人長老と母船内会議 ・金星の学校と自由概念 

  ・金星の教育法 ・金星の音楽 ・金星の文字 

  ・異星人たちは名前を持たない 

  ・進歩した惑星にはお金がない 

  ・異星人の病気の治し方 他 

03-超能力・過去世・転生・カルマ 
  ・オーラ透視能力開発法 ・過去世透視法 

  ・テレパシー開発法 ・楽しい環境を作り出す 

  ・食事も重要 ・アトランティスとムー 

  ・若い超能力者たちの激増傾向 ・日本の特殊なｶﾙﾏ 

  ・運命とは幅の広い道路 ・霊界は存在しない 他 

04-さまざまな謎への回答 
  ・守護霊と幽霊について ・世紀末地球滅亡論について 

  ・ファティマの奇蹟は異星人が介在 

  ・ギザのピラミッドとスフィンクス 他 

05-飛び交う UFO関連情報の真偽 

06-M氏が語る宇宙の科学情報 
  ・4次元世界とは ・すべての鍵は単極磁気にあり 

  ・宇宙は永久機関であり波動そのもの 他 



37-私は宇宙人と出会った  

著者/秋山眞人     ごま書房 １997年 

 

 



第 1-勇気の章 
01-突然宇宙人の許可が下りた 

・ついに地球外生命体の真実を話すときが来た 

02-私は宇宙人から選ばれていた 
    ・UFO とのコンタクトは中学２年生から始まった 

03-私の遭遇した‘地球外生命体’とは 
    ・宇宙人は、人類の兄弟・親友である 

第 2-交流の章 
01-私は UFOを操縦した 

・母船型に 20回、小型 UFOには 200回を 

     こえる乗船体験がある 

02-宇宙人の母星に２日間滞在した 
    ・宇宙人の惑星は、地球とよく似た自然環境 

第 3-叡知の章 
01-1997年から2000年は地球大変革の時期 

    ・１９９７年６月２４日は、地球規模で何かが起こる 

02-人類は、新しい「進化の時代」を迎えた 
    ・地球人よ、あなた方はもっと「自由な宇宙人」で

ある 

03-宇宙人の‘智慧’から、人類は何を学ぶか 
・宇宙人が危惧する、インターネットの増殖 

第 4-遭遇の章 
01-あなたにもあるコンタクトの記憶  

    ・ｺﾝﾀｸﾃｨには、記憶にない幼少期の接触が必ずある 

02-誰でも宇宙人と出会える  
    ・「想念」の向け方を変えなければ UFO や宇宙

人は見えない 



38-プレアデス星訪問記  

著者/上平剛史     たま出版 2009年 

 

 



01-UFOに招かれる 
・宇宙太子との再会   ・葉巻型巨大宇宙船へ 

・母船の船長からの依頼 

・テレポーテーションが起きた 

・惑星化された母船内部 

・すべてをリサイクルするシステム 

02-プレアデス星人の宇宙科学 
・中心都市の宇宙空港 

・愛の奉仕活動を基本とする社会 

・工業都市ミールの宇宙船製造工場 

・異星人同士の結婚もある  

・過去にも未来にも行ける 

・大規模農場アースナムの「ミルクの木」 

・驚異の物流システム 

03-海洋都市アクーナ 
・自然環境と調和する都市 

・地球人類の「欲望のありかたと節度」 

・年齢別に集団生活をする学校教育 

・知識はレコーディングマシンで脳に記憶 

・進化した子供たちとの会話 

・美しい音楽と融合する技術 

・プレアデス星との別れ 

04-地球への帰還 
・５千人を収容できる円盤型巨大母船 

・クリーンエネルギーの星と核戦争で滅んだ星 

・人と植物が融合した生命体が唄う星 

・地球に降り立つ ・予告された未来は実現した! 

・宇宙太子からの最後のメッセージ 



39-２１世紀は宇宙文明になる 

著者/深野一幸      同朋社 1997年 

 

 



01-これが至福の宇宙文明だ 
  ・現代文明と宇宙文明の違い ・文明転換の兆候 他 

02-これが宇宙と人間の真相だ 
  ・宇宙の真相情報はどこから得られるか 

  ・宇宙には本質生命体の学習進化システムがある 他 

03-地球人を啓蒙・援助してくれている 

   進化した人間(異星人) 
  ・太陽系に進化した人間の異星人がいる 

  ・情報隠蔽に走ったアメリカ政府と影の世界政府 

  ・アダムスキーの伝える金星の文明 他 

04-今後の地球プログラム 
  ・未来予知のしくみ ・異星人からの預言や警告 

  ・テレポテーションの原理 ・地球人の選択 他 

05-新人類になる努力をしよう 
  ・新人類とは ・右脳開発と意識開発 

  ・右脳開発の具体的な方法、七田式、RM法 他 

06-地球環境を修復しよう 
  ・環境問題の根本的解決は宇宙エネルギー利用 

  ・宇宙エネルギー装置は多くの人が開発している 他 

07-病気の原因を知り病気をなくそう 
  ・病気の治し方 ・歪んだ波動を正常化する方法 

  ・波動機器、人間の気エネルギーや意識で癒す例 他 

08-波動の高い米や野菜をつくろう 
  ・不耕起栽培法の特徴 ・なぜおいしい米になるか 

  ・昔の味がする循環農法の野菜、その他よい農法 他 

09-文明転換の対策と今後の生き方 
  ・現在の地球の状況 ・知らなければならない情報 

  ・地球大変動はなぜ起こるか ・宇宙文明の内容 他 



40-エネルギー革命前夜 

著者/三上皓也     明窓出版 2008年 
 

 



01-フリーエネルギー装置は昔からある 
   ・水の電気分解による水素の利用 他 

02-どんなフリーエネルギー装置があるのか 
   ・放射ｴﾈﾙｷﾞｰ、永久磁石、力学的ﾋｰﾀｰ 他 

03-どうして隠されているのか 
   ・フリーエネルギーに対立する第 1～4の勢力 他 

04-どのような嫌がらせがあったのか 
   ・水で動く草刈り機の隠蔽 ・磁気エネルギー 他 

05-フリーエネルギーが普及すると世界は… 
   ・ゼロポイントエネルギー応用装置の開発現状と未来 

   ・社会と世界の貧困を解決する ・変化は巨大である 

   ・これらのテクノロジーは UFO問題に関係する? 

   ・大統領までもが知らされず、問題から隔離された 

   ・軍は秘密裡に ETの宇宙船を武力攻撃した 他 

06-どうして緊急にﾌﾘｰｴﾈﾙｷﾞｰ装置が必要なのか 

07-隠されてきた特許を公開させる運動 

08-新しいエネルギーへの変換の勇気 

09-電磁気学の父ﾏｯｸｽｴﾙ理論の創造から始まった 

10-テスラは「エーテル」を発見した 
   ・オレゴンエネルギーとはエーテルエネルギーである 

   ・ﾃｽﾗのｴｰﾃﾙとﾗｲﾋのｵﾚｺﾞﾝを結合、新しい発電装置 他 

11-フリーエネルギー装置は買うことができるか 
   ・新しい発電装置（家庭用電源はその場で発電して得られる） 

   ・電気の増幅装置(LEA) ・技術説明・作動理論 他 

12-実験でフリーエネルギーを確認する 
   ・世界初の安くてｼﾝﾌﾟﾙなオーバーユニティ-装置 

   ・基本的な装置概略図と概念 ・装置の写真 他 



41-フリーエネルギー、UFO 

   第３起電力で世界は大激変する 

著者/井出 治    ヒカルランド 2011年 

 



第 1-フリーエネルギーと UFOの謎  
  ・国会で行われた「UFO討議」の中身 

  ・月面探査衛星「かぐや」に対する疑問 

  ・UFOが持つ未知のエネルギー技術 

  ・すべての空間にはエネルギーが充満している 他 

第２-科学の限界と超効率の正体 
  ・閉塞感の根源にあるのは「世界のエネルギー源」 

  ・本物のフリーエネルギー技術の価値 

  ・超効率発電機の完成で世の中はどう変わるのか 他 

第３-謎のマシンとの数奇な出合い 
  ・永久機関が出来なかったからｴﾈﾙｷﾞｰ保存則がある 

  ・エマモーターは UFO技術の端くれにすぎない 

  ・回転力の発生だけでなく同時に発電機にもなる 他 

第４-アメリカで体験した真実 
  ・すべてはニコラ・テスラの研究が基礎だった 

  ・燃料のいらないエンジンをめぐる報道 

  ・公開実演会における不思議な解説と質疑応答 他 

第５-未知エネルギーへの挑戦 
  ・謎の女性と五反田の研究所 

  ・ついにエーテルエンジン「試作１号機」が完成 

  ・絶望のどん底で歩いた表参道のけやき並木 

  ・ついにエネルギー湧出現象に成功 他 

第６-脱原発、脱自然エネルギーで世界は大激変 
  ・いきなりNASAから届いた不思議な招待状 

  ・どこでもドアとワームホールは共通原理 

  ・東京メトロでのテレポーテーション体験 

  ・突然インバータ効率が 300％近くまで上昇 他 

※参考動画ﾘﾝｸ 【1➡】    【2➡】    【3➡】  

https://youtu.be/GyiV0c269JM
https://youtu.be/cxdnfOy4MfM
https://youtu.be/v82ZZihGyq4


42-ディスクロージャー 

著者/スティーブン・M・グリア 2001年 

訳/廣瀬保雄    ﾅﾁｭﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ 2017年 

 



DISCLOSURE 

第１部 全体像 
  ・環境、世界平和、世界の貧困と人類の未来

に対する意味 

  ・認められざるもの―どのようにして秘密は

維持されるのか 

  ・秘密の存在を語る証言 ・証人たちの重要性 

  ・重要人物と証人による発言の引用 

  ・宇宙飛行士ｴﾄﾞｶﾞｰ･ﾐｯﾁｪﾙの証言 他 

第２部 レーダー/パイロットの事例 
    ～米国の空・海・陸軍関係者等 13名からの証 

言、関連文書 

第３部 SAC(戦略空軍)/NUKE(核兵器) 
    ～米国の空・海軍関係者～8名からの証言、関 

連文書 

第４部 政府部内者/NASA/深部の事情通 

    ～宇宙飛行士、米国軍、NASA、国防・警察・外 

務、技術者等 37名からの証言、関連文書 

第５部 技術/科学 
～米国軍、関係省、科学技術者等 9名からの証 

言、関連文書 

結論 なぜ UFOは秘密にされるのか 
 

 

➡参考ﾘﾝｸ 米ナショナルプレスクラブ

での記者会見の動画(2001.5.9) 

「UFO ディスクロージャー・プロジェ

クト 2001(日本語字幕)」 

 

https://youtu.be/UzJnZqpFzN0
https://youtu.be/UzJnZqpFzN0
https://youtu.be/UzJnZqpFzN0
https://youtu.be/UzJnZqpFzN0


43-UFOテクノロジー隠蔽工作 

著者/スティーヴン・M・グリア 2006年 

訳/前田樹子   めるくまーる社 2008年 

 



Hidden Truth-Forbidden Knowledge 

0１-臨死体験 

0２-宇宙にあるマインドの総数[１] 

0３-恐怖による支配 

0４-天国で結ばれた結婚 

0５-許す行為と信ずる行為 

0６-言語を超えた“一体性”   0７-宇宙平和 

0８-環境保護を踏みにじる“狂犬” 

0９-超常感覚による情報キャッチ 

10-巨大な三角形のＵＦＯ     11-誘惑 

12-クロップ(ミステリー)サークル 

13-小説より怪奇な真相 

14-ＥＴ偽情報ネットワーク 

15-光速度では遅すぎる 

16-「影」の権力サークル 

17-失われた遺産 

18-アストラル体を抜き取る 

19-ゼロ･ポイント･エネルギーと暗殺の不安 

20-偽情報「宇宙からの攻撃」下請産業 

21-「あなたには教えない」と言われた総合参謀

本部情報部長 

22-無数のきらめく光 

23-無限―彼岸へ渡る神聖な瞬間 

24-マインド・コントロール‘ＭＫウルトラ’ 

25-ラインから踏み出すと 



26-石油企業連合が漬したテスラのフリ-・エネ

ルギー･システム 

27-超国家的存在のポリシー・グループ 

28-キツネに警備される鶏舎‘マスコミ帝国’ 

29-「情報開示プロジェクト」への軍部、政府、企

業からの証言 

30-怪物―軍産複合体制 

31-神話―国家と教会の分離 

32-「オペレーション･ペイパークリップ」 

33-地政学―人種差別の腕曲語法 

34-月と火星にある地球外文明の資産 

35-先達とともに瞑想―宇宙の構造 

36-無限のマインド 

37-水滴と大海はひとつ 

38-天界的知覚 

39-エネルギーの諸段階    40-星間社会 

41-魔術的特性を帯びる物理現象―相転移 

42-ポルターガイストも鎮まるダイナミックな宇

宙霊性 

43-アクセス通路としての意識 

44-天界の特性         

45-変容の世代 

46-グループでの瞑想‐ＥＴとの 

コンタクトと地球のための 

瞑想と祈り 
 (➡CSETI・地球外文明研究センター)  

https://drstevengreer.com/


44-究極の魂の旅 

著者/ジェームズ・ギリランド 2007年 

訳/知念靖尚    ﾅﾁｭﾗﾙｽﾋﾟﾘｯﾄ 2019年 

 



Ultimate Soul Journy 

第 1-覚醒前 
   ・誕生、そして地球への再突入 ・UFO目撃体験 他 

第２-覚醒 
    ･覚醒における自然の手助け 

   ・大いなる源(ｿｰｽ)との邂逅-私の臨死体験 

   ・イエスから受けた私の内なる教育 

   ・マスターたちの初めての出現 

   ・ヨガへの入門 ・顕現化のセレモニー 

   ・チベット・ファウンデーションとカゼキエル 

   ・地球内部への旅 ・スリ・ユクテスワとそのﾊﾟｼﾞｬﾏ 

   ・ラムサとの出会い ・貧困の１０年 

   ・ババジとのテント会議 ・自然霊との邂逅 

   ・エルフ、フェアリー、ノーム、スターネーションの化身 

   ・ピラミッドの建設 ・ラマ・ギャトラル・リンポチェ 他 

   ・プレアデスのブラジー(→) 

第３-さらなる UFO目撃体験 
   ・隠蔽と虚偽情報に関する教訓  

・死による検閲 

    ･ヘイオグの宇宙船 

第４-マスターおよび地球外の存在との邂逅 
   ・ハトホル ・オリオンのメリーア ・ライオン族 

   ・ボサボサ頭のヨギからのヒーリング 

   ・古代エジプトの女神、マアト 

   ・地球のための偉大な計画 ・異星人の視点 

   ・オーブ、光の球体そして宇宙探査機 

   ・ソウルメイト ・アダムス山への旅 ・プルマリア 

   ・評議会への呼びかけ 他 〈ｺﾝﾀｸﾄ･ﾊｽﾞ･ﾋﾞｶﾞﾝ〉 

 

https://youtu.be/Anl3uYVzKCk


45-光の勢力は集合する 

著者/ペンジャミン・クレーム 2008年～ 

訳/石川道子  シェア・ジャパン 2010年 

 



第 1部 UFO と彼らの霊的使命 

   ・暴露の時(覚者による記事) 

   ・UFO と彼らの霊的使命 

   ･光の勢力は集合する(覚者による記事) 

・地球における宇宙の兄弟たちの仕事 

   ・惑星の進化  ・UFO との遭遇 

・UFOに対する否定的宣伝 

・アダムスキーとその他の接触者たち 

   ・ペンジャミン・クレームと UFOの関わり 

   ・目に見えない危難(覚者による記事) 

   ・エーテル物体と現代の科学 

   ・汚染・核放射能  ・惑星の救済 

   ・マイトレーヤの最初のインタビュー(覚者による記事) 

   ・マイトレーヤの先触れとなる‘星’ 

   ・世界の復興(覚者による記事) 

   ・‘星’を広く世界に知らせる  ・‘星’の動き方 

   ・マイトレーヤの光の宇宙船 

第２部 新しい時代における教育 
   ・新しい教育(覚者による記事) 

   ・家族(覚者による記事) ・光の時代(覚者による記事) 

   ・人は自分が誰かを知らない ・直感と創造性 

   ・幼い子供たちの教育  ・若者たちの教育 

   ・教育のプログラムおよび教育者の変化 

   ・グループの教育的役割 

   ・家族、カルマ  ・汚染の害を伝える 

   ・光の科学  ・穀物畑のミステリーサークル 

   ・光の輪  ・新しい時代における教育 

〇伝導瞑想について 
  …世界に対するﾀﾞｲﾅﾐｯｸな奉仕と個人の強力な霊的発達… 



46-アダムスキーの謎とUFOコンタクティ 

著者/益子祐司      学研  2013年 
 

 



第1-世界で最も有名なｺﾝﾀｸﾃｨ・アダムスキーの謎 
   ・人間とは宇宙にあまねく存在する種族なのか 

   ・進化した惑星のスペース・ピープルとは 

   ・男性性と女性性が調和した神性存在 他 

第 2-知られざる南アフリカの女性コンタクティ 
   ・宇宙船内の聖堂と崇高な創造者の肖像 

   ・バイブレーションがすべての基本 ・金星世界 

   ・宇宙の暗黒勢力 ・偉大なマスターからの言葉 他 

第3-いま評価される時を迎えたハワード・メンジャー 

   ・岩の上の天使とのファーストコンタクト 

   ・戦場下でのコンタクトと原爆投下の預言 

   ・宇宙船への搭乗と月面旅行 他 

第 4-インカのｽﾋﾟﾘﾁｭｱﾙ・ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰの金星体験 
   ・金星の第 1印象、政府、金星人、宗教、医療… 

   ・育児制度と家族生活について ・宇宙船について 

   ・自然と物質世界のコントロールについて 他 

第 5-金星人オムネク・オネクへの包囲網 
   ・金星の都市はドームで覆われている? 

・なぜオムネクは地球へ来たのか 

・ヴィヴの語るおとぎの国のような金星世界 他 

第6-ﾖｰﾛｯﾊﾟの‘友情’ｺﾝﾀｸﾃｨ集団が暗示するもの 

   ・W56 と呼ばれた宇宙人グループとは? 

   ・敵対勢力の人造人間グループ CTR 

    ・異星人が示す驚くべき超常能力 他 

第 7-宇宙を貫く創造の法則 
   ・〈カタチ〉はエネルギーを宿す 

   ・魂＝意識は自由自在に移動できる 

エピローグ：スペース・ピープルから教わったこと 



47-あなたも ET とコンタクトできる 

著者/グレゴリー・サリバン ﾋｶﾙﾗﾝﾄﾞ 2013年 

 

 



第 1-捏造された UFO神話 

    ARV(人口宇宙船)と本物のUFOは全くの別物 

・隠され続けてきた ET(Extra-Terrestrial/ 

地球外知的生命体)の存在 

・メディアによって植え付けられた宇宙人＝悪のｲﾒｰｼﾞ 

   ・UFOは物質ではなく、光体やエネルギー体 他 

第 2-高次元テクノロジーの封印を解く 
    グリア博士による UFO情報公開   

   ・世界で報道された内部告発者の証言 他 

第 3-人間から UFOや ETに呼びかけて 
    コミュニケーションできる時代になりました!   

   ・ET とのコンタクトには５つの段階がある 他 

第 4-宇宙大使として JCETIを立ち上げる 
    〈日本地球外知的生命体センター〉 

   ・人間社会に干渉し続けてきた闇の勢力が存在する 

   ・音楽は祈りであり神と宇宙の存在に気づくための

道だった ・ｱﾀﾞﾑｽ山で初めてUFO現象に遭遇他 

第 5-ETへのﾌｧｰｽﾄｺﾝﾀｸﾄは日本から始まる! 
   ・ET ｺﾝﾀｸﾄに必要なのは、音、光、意識の３つを一  

    体化すること ・日本の八百万神は宇宙に通じる 

   ・私たちがコンタクトするのはUFOという乗り物で

はなく ET(地球外生命体)です 他 

第 6-ETから地球人へのコンタクト方法 

   ・私たちとETが共有している宇宙意識の領域へ 他 
 (ET とコンタクトするための大切な 6つのキーワード) 

 

 

 

〇フォーカス(FOCUS)   〇距離(DISTANCE) 

〇共鳴(RESONATE)   〇繋がる(CONTACT) 

〇感じる(ＦＥＥＬ)       〇共有(SHARE) 

 

     



48-宇宙意識で生きる地球人のための 

   スピリチュアルガイド 

著者/グレゴリー・サリバン ｷﾗｼﾞｪﾝﾇ 2016 年

 



01-イントロダクション 
  ・スターシードの役割  ・ホログラムワークとは 

  ・チャネリングと ETコンタクトの違い 

  ・地球上で宇宙的な社会を実現する 他 

02-ETが地球上で果たしている役割とは 
  ・宇宙のギャラクティック・ヒストリー 

  ・ETガイドとスターファミリー 

  ・タイムラインの調整 ・惑星グリッドの調整 他 

03-ETコンタクティ、ｱｾﾝｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞへの導き 
  ・JCETIの立ち上げ-ｽﾋﾟﾘﾁｭｱﾙ･ﾜﾝﾀﾞﾗｰ 他 

04-エネルギー的なジャングル 
  ・コズミック・エッグ(多次元構造体)-ｿｰｽからの分離 

  ・四次元アストラル ・四次元の光はﾌｫﾙｽ･ﾗｲﾄ(偽光) 

  ・エネルギー的な憑依を自覚する 他 

05-セルフマスタリーとクリアリング 
  ・意識の筋トレとセルフマスタリー 

  ・自分の空間をプログラミングする 

  ・サイキック・セルフ・ディフェンス(PSD) 

  ・ハイアー・センサリー・パーセプション(HSP) 

  ・空間クリアリング瞑想 他 

06-ETコンタクトにおけるﾋｰﾘﾝｸﾞとｲﾝﾎﾞｹｰｼｮﾝ 
  ・宇宙とつながるためのグラウンディング 

  ・ﾆｭｰﾄﾗﾙ性 ・一なるものの法則 ・エゴを手放す 

  ・高次元エネルギーボディの覚醒 

  ・メインガイドとインボケーション(呼びおろし) 他 

07-ETコンタクトとアセンション 
  ・アセンションは人類進化のチャンス 

  ・今この瞬間にﾌｫｰｶｽする ・１２次元シールド 他 



49-ありえない世界-秘密宇宙計画のすべて 

著者/マイケル・E・サラ 2015年 

訳/高島康司     ヒカルランド 2017年 

 



Insider Reveal Secret Space Programs 

&Exttraterrestrial Alliances 

01-電気で作動する円盤テクノロジー 

   「電気重力＝反重力」はこうして隠蔽された 

02-秘密宇宙計画の起源:1920年代から… 

03-ナチ党とファシスト党の空飛ぶ円盤兵器計画に

関する密約 

04-「ダークフリート」(闇の艦隊)の起源 

05-「ソーラーウォーデン」(太陽系の監視人) 

   アメリカ初の秘密宇宙計画 

06-惑星間企業複合体(ICC)はMJ12グループと 

   共にダークフリートとも密接に手を組んでいる 

07-この惑星から飛び立ち太陽系外ですでに 

   「銀河国際連合」の宇宙計画が進行している 

08-SAP(特別アクセス計画)、イルミナティ/カバル 

    たちの高度な宇宙テクノロジー 

09-世界を変えたかもしれないオーティス・カーの 

   OTC-X1への弾圧 

10-現代にリークするのか!?古代離脱文明グループ 

による古代の宇宙秘密計画の全貌 

11-異星人と秘密宇宙計画の相互関係(➡附表) 

12-ブリル協会(➡別資料)/ナチス SS秘密「月面作戦

司令部」の存在を傍証するアポロ宇宙飛行士達 

13-火星をめぐる証言の比較 

14-秘密火星基地で行われている企業支配 

   強制労働、恒星間人身売買について 

15-「ロー・オブ・ワン(1 なるものの法則)」「星間同盟」 

情報の全面開示、アセンション(上昇) 

https://396588c2-4ad0-400c-9392-5b0cdfbd8d3d.usrfiles.com/ugd/396588_cdfe8e926f8d46ae916119fdcd5bd512.pdf
https://396588c2-4ad0-400c-9392-5b0cdfbd8d3d.usrfiles.com/ugd/396588_ce5076c32fc54e85a1e2b0016585c798.pdf


50-非認可の世界‣世界最大の秘密の暴露 

著者/スティーブン・M・グリア 2017年 

訳/知念靖尚  ヴォイス出版事業部 2021年 

 



UNACKNOWLEDGED 

01-UFO と ET:機密ファイル 
  ・第２次世界大戦以前の UFO との遭遇 

  ・フーファイターとの遭遇 1941-１９４５年 

  ・ロズウェル(FBI文書) 

  ・トルーマン大統領の時代 1945-1953年 

  ・アイゼンハワー大統領の時代 1953-1961年 

  ・マジェスティック 12 

  ・ゼロポイント・エネルギー 

  ・非認可特別アクセスプロジェクト(USAP) 

  ・真実はありふれた場所に隠す 

  ・軍による目撃 1961-1997年 ・地下基地 

  ・地球外生命体と原子力事故 

  ・地球外生命体の月面基地 

  ・独占証言  ・希望  ・要約 

02-第５種接近遭遇 CE-5 
   ･平和のための人類主導による地球外知的生命体

とのコンタクト 

03-ディスクロージャーへの道 
  ・1人の町医者が大統領へ状況説明を行う立場になるまで 

04-宇宙に展開する策略‐究極の偽旗作戦‐ 

05-行動計画 
・私たちが望む未来を確実にするために…… 

 

 
映画予告ﾘﾝｸ➡ 〈シリウス〉  〈非認可の世界〉 

〈第５種接近遭遇〉  

https://youtu.be/CiaGykTL1Cs
https://youtu.be/UW5iiQF_Wmo
https://youtu.be/PnhxJ0bWXCE


 

 

●UFO と宇宙／ユニバース出版社 
1973～1983年(1～96号)  内容参考リンク➡ 

   
 

●UFO Contactee／日本GAP 
1961～1999年(1～146号)   内容参考リンク➡ 

   

付録 関連雑誌等 

https://www.adamski.jp/gap-japan/cosmo/
https://www.adamski.jp/gap-japan/ucon/


●ムー／学習研究社 
1979年～(２０２５年１０月号で通算 539号) 

  
 

●アクエリアス革命／たま出版 
 1980年代 

  



●1970・80年代サークル機関誌等 

 
 

 
 

 



 

 
 

 
 

 
 

 



●参考ドキュメンタリーDVD 

〈シリウス〉        〈非認可の世界〉 

  
 

〈ｺﾝﾀｸﾄ･ﾊｽﾞ･ﾋﾞｶﾞﾝ〉  〈第５種接近遭遇〉  

  
〈〉各タイトルをクリックすると動画予告編にリンクします 

https://youtu.be/CiaGykTL1Cs
https://youtu.be/UW5iiQF_Wmo
https://youtu.be/Anl3uYVzKCk
https://youtu.be/PnhxJ0bWXCE

